
授業と評価の年間計画 
 

教 科 理 数 科 目 理数生物 

 

使用教科書（発行所） 改訂版 生物 （数研出版） 

履修条件 

対象生徒 

選択 
理数科 ３年 

学習目標 
  生物や生命現象についての観察・実験などを行い、基本的な概念や原理・法則を理
解し、科学的な自然観を身に付ける。また、自然に対する関心や探究心を高め、生物
学的に探究する態度と的確に表現する力を高める。 

学習方法 

【授業】 

教科書に従って授業を進め、基本的な概念や問題解決能力を養う。生徒同士の学び合

い・教え合いの機会を重視する。内容については、教科書にないものも補助教材を使っ

て学習する。実験は『生物実験ノート』を利用して行い、探究心を高め、科学的に考察

する力を身に付ける。 

【家庭】 

 教科書で予習をし、疑問を持って授業に臨むようにする。授業後は、補助教材も用い

ながら、その日のうちに復習をして疑問点を解決しておく。 

【補習・その他】 
定期考査毎に、ノートを提出する。成績不振者については個別に補習を行う。 

学習計画 
と 

ね ら い 

 １ １学期 

 (1)中間考査まで 

  ア 遺伝子と染色体 

  イ 生殖と発生 

 (2)期末考査まで 

    ア 動物の反応と行動 

イ 植物の反応 

 

・遺伝子と染色体の関係を理解する。 

・動物の生殖・発生のしくみを理解する。 
 

・動物の受容器、効果器、神経系の構造やは 

たらきを学び、動物が引き起こす行動の原

理を理解する。 

・植物の生殖・発生のしくみを理解する。 

２ ２学期 

 (1)中間考査まで 

  ア 植物の環境応答 

イ 生物群集と生態系 

ウ 生命の起源と進化 
 

 

 

(2)期末考査まで 

  ア 生物の系統 

イ 総合演習 

 

・植物の刺激に対する反応とそのしくみを  

理解する。 

・生態系の構造や特徴を学び、生物と環境と

の関わり合いを理解する。 

・生物の進化について、生命の起源や変遷、 

進化の証拠・生物の変異体から進化のしく 

みをひも解く。 
 

・生物の系統関係、生物の分類法について理

解する。 

・総合演習 

３ ３学期 

（1）学年末まで 

  ア 総合演習 

 

 

・総合演習 

評価規準 

知識・理解 技 能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度 

 自然の事物・現象
について、基本的な
原理・法則を理解
し、知識を身に付け
ている。 

 観察・実験を行
い、基本操作を習得
するとともに、それ
らの過程や結果を
的確に整理するこ
とができる。 

 自然の事物・現象の
中に問題を見いだし、
探究する過程を通し
て、科学的に考察し、
的確に表現すること
ができる。 

 自然の事物・現象
に関心や探究心をも
ち、意欲的にそれら
を探究しようとする
科学的態度を身に付
けている。 

 評価方法 定期考査、授業態度、課題・提出物・小テストなどを総合的に判断して評価する。 

そ の 他 
 実験においては、主体的・積極的に取り組み、観察力や論理的思考力、器具の操作に
関するスキル等を高める。 

 


